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  母の日・父の日 

先日５月９日は「母の日」でしたが、皆さんは日頃の感謝をお伝えしましたか？「母の日」に

続いて６月１９日は「父の日」です。世間的には忘れられる日として名高いですが、今年は何を

貰えるのかドキドキしているお父様方も多くいらっしゃるのではないでしょうか。こういった

イベントがあると、感謝の気持ちを照れずに伝えることができて、とても良い習慣だなあと感じ

ています。 

そもそも、なぜ「母の日」や「父の日」という記念日があるのでしょうか。 

「母の日」や「父の日」はアメリカから輸入された概念としての記念日であり、日本の記念日

として明確な定めがありません。では、どのような経緯で「母の日」や「父の日」が生まれたの

でしょうか。これはアメリカ発祥とする説が有名のようです。 

「母の日」は、２０世紀初頭、アメリカにアンナ・ジャーヴィスという少女がいました。母親

を亡くしたアンナは「亡き母を追悼したい」という想いから、５月の第２日曜日に教会で参列者

に対し母親が大好きだった白色のカーネーションを配ったことが始まりのようです。 

一方、「父の日」は、「母の日」と同じく２０世紀初頭、ソノラ・スマート・ドットという少女

が男手一つで自分を育ててくれた父の誕生日である６月に礼拝したことがきっかけといわれて

います。ドットが「母の日のように父に感謝する日を」と呼びかけ、徐々にアメリカ各地で行わ

れ始めました。 

このようにアメリカで生まれた「母の日」・「父の日」です

が、日本には第２次世界大戦後に時間をかけて認知されるよ

うになり、今では毎年のイベントとして馴染んでいます。 

日本の記念日には今回紹介した「母の日」・「父の日」のよ

うに特別な由来や起源があるものの他に、語呂合わせによる

制定も数多くあります。お気づきの方もいるかと思いますが、

この書窓のカレンダーにも毎号必ず一つ記念日を取り上げそ

の起源について紹介しています。どのような経緯で記念日が

制定されたのか、調べてみるのも面白いのではないでしょう

か。 

 

※今回の母の日・父の日に関する内容は『きせつのぎょうじえほん』『世界の祝祭日の事典』を参考にしています。 

 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 

〒 ４８０－０２０２ 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL ０５６８－２８－５４４９ 

今回、紹介した図書はいずれも図書室

に配架されています。ぜひ手に取って

みてください。 
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今月の新刊（一般書） 



第３８９号     書      窓       令和４年５月２８日 
  

- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今月の新刊（児童書） 
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